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　本
学
が
現
在
、
改
革
に
邁
進
で
き
て

い
る
根
底
に
は
、
１
９
６
７
年
に
女
子

大
学
と
し
て
開
学
後
、
わ
ず
か
数
年
で

経
営
危
機
に
陥
っ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
要
因
の
一
つ
が
、
社
会
的
需

要
の
少
な
い
学
部
の
教
育
を
提
供
し
て

い
た
こ
と
で
し
た
。
再
建
に
あ
た
り
、

教
職
員
が
顧
み
た
の
は
、
前
身
と
な
っ

た
手
藝
学
校
設
立
時
の
建
学
の
精
神

「
力
を
実
業
教
育
に
注
ぎ
て
、
将
来
自

営
独
立
の
実
力
を
得
し
め
ん
」。
時
代

に
必
要
と
さ
れ
る
人
材
の
育
成
が
、
学

園
の
使
命
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
肝

に
銘
じ
た
の
で
す
。

　以
来
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
社
会
変

化
に
応
じ
た
教
育
改
革
が〝
日
常
業
務
〞

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
２
０
０
５
年
度

の
共
学
化
以
降
は
、
教
学
理
念
に
「
臨

床
の
知
」
を
掲
げ
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
多
様
な
分
野
の
学
び
を
拡
充
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。

　直
近
に
行
っ
た
大
き
な
改
革
が
、
２

０
２
１
年
度
の
経
済
、
経
営
、
工
の
３

学
部
同
時
設
置
で
す
。
人
口
減
少
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
に
よ
る
日
本
の
競
争

力
低
下
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、Ｉ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
に
通
じ
た
人
材
ニ
ー
ズ
を
強
く
認

識
。
そ
れ
ら
の
分
野
の
「
情
報
専
門
人

材
」
と
、「
基
本
的
知
識
と
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
て
利
活
用
で
き
る
人
材
」
の

２
方
向
で
育
成
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
１
９
年
に
政
府
が
発
表
し

た
Ａ
Ｉ
戦
略
に
即
応
す
る
形
で
、
情
報

工
学
の
専
門
性
と
、
経
済
、
経
営
の
実

社
会
へ
の
応
用
力
が
作
用
し
合
う
教
育

を
掲
げ
、３
学
部
を
設
置
し
た
の
で
す
。

　企
業
が
抱
え
る
課
題
に
３
学
部
の
学

生
が
合
同
で
挑
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、
学
内
の

文
理
横
断
教
育
、
学
部
間
の
共
同
教
育

の
流
れ
を
加
速
さ
せ
ま
し
た
。
２
０
２

５
年
度
に
は
、Ｉ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
の
基
本
知
識

と
ス
キ
ル
の
育
成
を
全
学
に
展
開
す
る

教
養
教
育
改
革
に
踏
み
切
り
ま
す
。

　２
０
２
１
年
か
ら
私
も
委
員
を
務
め

た
教
育
未
来
創
造
会
議
で
は
、
理
工
系

分
野
の
人
材
育
成
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
充
実
等
を
急
務
と
す
る
    ＊1
提
言
が
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
提
言
を
本
学

園
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
か
け
合
わ
せ
て
策

定
し
た
の
が
、
２
０
２
３
〜
２
０
２
７

年
度
の
中
期
計
画
で
あ
る
、
第
３
次
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
М
Ｐ
３
）
で
す
。

　「学
び
で
世
界
を
変
え
る
」
を
合
言

葉
に
し
た
М
Ｐ
３
改
革
の
目
玉
と
し

て
、    ＊2
３
学
科
１
研
究
科
の
設
置
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
う
ち
、
工
学
部
の
２

学
科
【
左
ペ
ー
ジ
図
】
が
、「
大
学
・
高

専
機
能
強
化
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
新
学
科
構
想
は
、
職
員
が
た

た
き
台
を
つ
く
り
、
教
員
が
整
え
た
も

の
。
国
の
支
援
事
業
の
公
募
前
か
ら
教

職
員
が
準
備
を
進
め
て
い
た
学
科
が
、

応
募
要
件
に
適
っ
た
と
い
う
事
実
は
、

本
学
の
動
き
が
社
会
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

い
た
こ
と
の
証
と
も
言
え
、
誇
ら
し
く

思
い
ま
す
。
新
設
置
基
準
の
基
幹
教
員

制
度
も
〝
渡
り
に
船
〞。
ク
ロ
ス
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
活
用
し
て
、
実
務
家

教
員
を
多
数
起
用
す
る
予
定
で
す
。

　２
学
科
を
起
点
に
、さ
ま
ざ
ま
な
国
・

地
域
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
促

進
、
理
系
人
材
育
成
の
活
性
化
、
社
会

に
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
像
を
示
す

通
信
教
育
課
程
の
強
化
な
ど
、
時
代
に

先
駆
け
る
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

　常
に
社
会
を
見
つ
め
、
変
化
を
予
測

し
て
学
部
・
学
科
を
拡
充
し
て
き
た
結

果
、    ＊3
学
生
数
１
万
人
規
模
の
総
合
大

学
へ
の
成
長
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
時
代
に
応
じ
て
変
わ
る
こ
と

を
恐
れ
ず
、
教
育
を
通
し
て
若
者
が
夢

を
持
て
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

ひびのえいこ●1986年同志社大学大学院文学研
究科心理学専攻博士後期課程単位取得退学。医療
機関等の心理臨床に従事後、3大学での教授職を経
て、2012年京都橘大学健康科学部心理学科教授。
同学部長、心理臨床センター長、学術情報部長等を
経て、2019年より現職。

日比野 英子
学長

建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り

経
営
危
機
か
ら
回
復

成
長
分
野
の
人
材
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
新
学
科
設
置
構
想
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第3次マスタープラン（МＰ３）の策定

　日比野学長は他大学から、「なぜこんなに早く改革が進むのか」と頻繁に尋
ねられるという。２０２２年に策定したМＰ３では、「МＰ委員会」の下部に「策定
委員会」を組織。そこで計画の原案をまとめ、「МＰ委員会」が具体的検討お
よび承認を行う形とした。検討状況報告会でパブリックコメントを収集後、財務
シミュレーションを実施。策定委員会設置から成案発表まで３か月間だった。一
方、教員の声は各学部長がまとめ、部局長会に提出するほか、策定委員会が
ヒアリングを通じて集約する。直接的に教授会に諮るプロセスを経ずに、学内
の意見を採り入れるしくみが成り立っている。もう一つ、職員組織にも改革ス
ピードを上げる秘訣がある。学部事務を担当する職員は全て、教学事務部とい
う組織に所属する。各職員が複数学部を担当し、オフィスも１か所にまとまって
いる。「学部ごとに事務室が分かれていると、意思決定も学部ごとになり、協議
に時間がかかる。事務組織もクロスオーバーさせることにより、学部単位では
なく大学単位、法人単位で計画を考える姿勢が浸透した」（日比野学長）。

矢継ぎ早の学部設置を可能にした
意思決定にスピードをもたらすしくみ

＊１ 内閣官房教育未来創造会議「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）」（2022年）
＊２ 工学部デジタルメディア学科、ロボティクス学科、健康科学部臨床工学科（いずれも仮称／2026年開設に向けて設置構想中）、
情報学研究科情報学専攻（2024年開設予定）
＊3 通信制含む

キャンパス／京都府京都市　学生数／8,210人　創立／1902年（1967年大学設置）
建学の精神／力を実業教育に注ぎて、将来自営独立の実力を得しめん 
学部／国際英語、文、発達教育、総合心理、経済、経営、工、看護、健康科学
大学院／文学、現代ビジネス、看護学、健康科学、情報学（2024年４月開設予定）
THE 日本大学ランキング2023／201+位

2005年以降８学部15学科を開設するなど、躍進を続ける京都橘大学。
社会が求める教育の提供により自学の価値を高める施策が、国の動きに同調し始めた。

工学部の新学科設置を起点とした全学的改革により、社会が求める教育価値の提供を実現

京都橘大学

教育改革は“日常業務”、
社会ニーズを予測して学部拡充へ

CASE
STUDY

注目！

学生受入（多様な学生の受入）

●留学生･地方学生･社会人の受入促進
●理系学生の受入促進
●入学者選抜の設計

教学

●メディア授業コンテンツの発展的活用
●海外大との連携による教育の展開
●企業等との連携による教育の展開
●全学的な文理横断教育の推進

研究推進

●全学的な情報研究推進
「情報学教育研究センター」を設置。自治体や企
業等と連携するほか、教育研究リソースを活用し
た社会人教育（リカレント等）も展開する。「京都
橘大学情報学リスキリング講座」無料公開。

社会実践力・ＡＩ等の情報工学の基礎的知識・技術および、画像
処理技術やデザイン技術を身につけ、クリエーションセンス豊か
なエンジニアや、情報工学の体系的知識・技術を持ったクリエー
ターとして活躍する人材を養成

社会実践力および機械工学、電気・電子工学、計測・制御工
学、情報工学、先端的ＡＩ分野などの複合的知識・技術を身につ
け、機械や電機、情報関連産業等において設計・技術者、生産・
工程管理者、ＳＥなどとして活躍する人材を養成

デジタルメディア学科（通信教育課程併設） ロボティクス学科

学問領域学問領域

●機械系領域  ●電気・電子系領域 
●計測・制御系領域  ●情報領域

社会実践系領域 （デザイン思考やＰＭ＊1など）／ＡＩ・ＤＳ・ＣＳ＊2の基礎・基盤領域／クロスオーバー領域（社会科学等他分野の知見）

教員体制施設・設備

実務経験者や外国人教員を含む
●メディア技術系・メディアデザイン系教員

両学科教育研究に必要な設備を備えた
新棟（スタジオ・機械工作室等）

実務経験者や外国人教員を含む
●機械工系・電気電子系・計測制御系・情報系教員

全学を巻き込む発展的な展開

社会ニーズ

■検討体制

大学生
教職員
経営層

МＰ３
策定
委員会

МＰ
委員会

検討指示

提案

アンケート
・ヒアリング

■成案策定スケジュール

2022年７月

●検討状況報告 ●成案発表
（МＰ３発表会）

パブリック
コメント
収集

具体施策
立案・
順次実行

財務シミュレーション・
案の修正

8月 9月

2026年設置構想中（仮称） 2026年設置構想中（仮称）

＊１ プロジェクトマネジメント
＊２ コンピュータサイエンス

●ビジュアルエンジニアリング  ●サウンドエンジニアリング＆クリ
エーション  ●ゲームクリエーション  ●ビジュアルクリエーション
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９
６
７
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。
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の
留
学
生
の
受
け
入
れ
促

進
、
理
系
人
材
育
成
の
活
性
化
、
社
会

に
新
た
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
像
を
示
す

通
信
教
育
課
程
の
強
化
な
ど
、
時
代
に

先
駆
け
る
改
革
を
実
行
し
ま
す
。

　常
に
社
会
を
見
つ
め
、
変
化
を
予
測

し
て
学
部
・
学
科
を
拡
充
し
て
き
た
結

果
、    ＊3
学
生
数
１
万
人
規
模
の
総
合
大

学
へ
の
成
長
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
時
代
に
応
じ
て
変
わ
る
こ
と

を
恐
れ
ず
、
教
育
を
通
し
て
若
者
が
夢

を
持
て
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

ひびのえいこ●1986年同志社大学大学院文学研
究科心理学専攻博士後期課程単位取得退学。医療
機関等の心理臨床に従事後、3大学での教授職を経
て、2012年京都橘大学健康科学部心理学科教授。
同学部長、心理臨床センター長、学術情報部長等を
経て、2019年より現職。

日比野 英子
学長

建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り

経
営
危
機
か
ら
回
復

成
長
分
野
の
人
材
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
新
学
科
設
置
構
想

39 No.311 38No.311

第3次マスタープラン（МＰ３）の策定

　日比野学長は他大学から、「なぜこんなに早く改革が進むのか」と頻繁に尋
ねられるという。２０２２年に策定したМＰ３では、「МＰ委員会」の下部に「策定
委員会」を組織。そこで計画の原案をまとめ、「МＰ委員会」が具体的検討お
よび承認を行う形とした。検討状況報告会でパブリックコメントを収集後、財務
シミュレーションを実施。策定委員会設置から成案発表まで３か月間だった。一
方、教員の声は各学部長がまとめ、部局長会に提出するほか、策定委員会が
ヒアリングを通じて集約する。直接的に教授会に諮るプロセスを経ずに、学内
の意見を採り入れるしくみが成り立っている。もう一つ、職員組織にも改革ス
ピードを上げる秘訣がある。学部事務を担当する職員は全て、教学事務部とい
う組織に所属する。各職員が複数学部を担当し、オフィスも１か所にまとまって
いる。「学部ごとに事務室が分かれていると、意思決定も学部ごとになり、協議
に時間がかかる。事務組織もクロスオーバーさせることにより、学部単位では
なく大学単位、法人単位で計画を考える姿勢が浸透した」（日比野学長）。

矢継ぎ早の学部設置を可能にした
意思決定にスピードをもたらすしくみ

＊１ 内閣官房教育未来創造会議「我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）」（2022年）
＊２ 工学部デジタルメディア学科、ロボティクス学科、健康科学部臨床工学科（いずれも仮称／2026年開設に向けて設置構想中）、
情報学研究科情報学専攻（2024年開設予定）
＊3 通信制含む

キャンパス／京都府京都市　学生数／8,210人　創立／1902年（1967年大学設置）
建学の精神／力を実業教育に注ぎて、将来自営独立の実力を得しめん 
学部／国際英語、文、発達教育、総合心理、経済、経営、工、看護、健康科学
大学院／文学、現代ビジネス、看護学、健康科学、情報学（2024年４月開設予定）
THE 日本大学ランキング2023／201+位

2005年以降８学部15学科を開設するなど、躍進を続ける京都橘大学。
社会が求める教育の提供により自学の価値を高める施策が、国の動きに同調し始めた。

工学部の新学科設置を起点とした全学的改革により、社会が求める教育価値の提供を実現

京都橘大学

教育改革は“日常業務”、
社会ニーズを予測して学部拡充へ

CASE
STUDY

注目！

学生受入（多様な学生の受入）

●留学生･地方学生･社会人の受入促進
●理系学生の受入促進
●入学者選抜の設計

教学

●メディア授業コンテンツの発展的活用
●海外大との連携による教育の展開
●企業等との連携による教育の展開
●全学的な文理横断教育の推進

研究推進

●全学的な情報研究推進
「情報学教育研究センター」を設置。自治体や企
業等と連携するほか、教育研究リソースを活用し
た社会人教育（リカレント等）も展開する。「京都
橘大学情報学リスキリング講座」無料公開。

社会実践力・ＡＩ等の情報工学の基礎的知識・技術および、画像
処理技術やデザイン技術を身につけ、クリエーションセンス豊か
なエンジニアや、情報工学の体系的知識・技術を持ったクリエー
ターとして活躍する人材を養成

社会実践力および機械工学、電気・電子工学、計測・制御工
学、情報工学、先端的ＡＩ分野などの複合的知識・技術を身につ
け、機械や電機、情報関連産業等において設計・技術者、生産・
工程管理者、ＳＥなどとして活躍する人材を養成

デジタルメディア学科（通信教育課程併設） ロボティクス学科

学問領域学問領域

●機械系領域  ●電気・電子系領域 
●計測・制御系領域  ●情報領域

社会実践系領域 （デザイン思考やＰＭ＊1など）／ＡＩ・ＤＳ・ＣＳ＊2の基礎・基盤領域／クロスオーバー領域（社会科学等他分野の知見）

教員体制施設・設備

実務経験者や外国人教員を含む
●メディア技術系・メディアデザイン系教員

両学科教育研究に必要な設備を備えた
新棟（スタジオ・機械工作室等）

実務経験者や外国人教員を含む
●機械工系・電気電子系・計測制御系・情報系教員

全学を巻き込む発展的な展開

社会ニーズ

■検討体制

大学生
教職員
経営層

МＰ３
策定
委員会

МＰ
委員会

検討指示

提案

アンケート
・ヒアリング

■成案策定スケジュール

2022年７月

●検討状況報告 ●成案発表
（МＰ３発表会）

パブリック
コメント
収集

具体施策
立案・
順次実行

財務シミュレーション・
案の修正

8月 9月

2026年設置構想中（仮称） 2026年設置構想中（仮称）

＊１ プロジェクトマネジメント
＊２ コンピュータサイエンス

●ビジュアルエンジニアリング  ●サウンドエンジニアリング＆クリ
エーション  ●ゲームクリエーション  ●ビジュアルクリエーション
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